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宮陵会事務局 からのお知らせ

◇
本
人
出
席
111

　
議
決
権
行
使
38

　
委
任
状
出
席
40

　
本
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
一
般
講
堂
を
使

用
し
て
の
定
時
総
会
で
あ
り
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
な
が
ら
試
験
的
に
社
員
以
外
の
地
域

組
織
代
表
者
も
複
数
名
招
請
し
た
。

　
社
員
総
数
2
0
0
の
う
ち
、
本
人
出
席

1
1
1
、
議
決
権
行
使
38
、
委
任
状
出
席

40
（
受
任
者
は
議
長
に
30
、
会
長
に
3
、

社
員
個
人
に
7
）の
計
1
8
9
名
の
出
席
。

庄
子
さ
ち
子
理
事
（
昭
54
法
）
に
よ
る
総

会
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
校
歌
斉
唱
で

幕
を
開
け
た
。

　
は
じ
め
に
、
久
保
清
治
会
長
（
昭
43
貿
・

50
経
博
）
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
定
款

第
16
条
に
基
づ
き
、
総
会
議
長
に
本
会
社

員
の
萩は

ぎ

谷や

恵
里
子
氏
（
昭
56
法
・
宮
陵
会

理
事
）
を
満
場
一
致
で
選
任
。
司
会
者
か

ら
、
定
款
第
18
条
に
定
め
る
社
員
総
数
の

過
半
数
を
満
た
し
総
会
は
成
立
し
た
旨
の

報
告
が
あ
り
、
議
長
が
議
事
録
署
名
人
に

社
員
の
山
本
俊
雄
氏
（
昭
45
建
）
と
平ひ

ら

出い
で

功い
さ
お

氏
（
平
11
化
学
）
の
2
人
を
指
名
、

審
議
に
入
っ
た
。

◇
議
案
は
原
案
通
り
承
認

　
議
事
は
、久
米
信
行
専
務
理
事（
昭
49
経
）

が
①
報
告
事
項
と
し
て
24
年
度
の
事
業
報

告
、
25
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
②
決

議
事
項
と
し
て
第
1
号
議
案
の
「
24
年
度

決
算
承
認
の
件
」
を
説
明
。
監
事
の
金
子

浩
也
氏
（
平
17
経
博
前
）
が
監
査
報
告
を

行
っ
た
。
質
疑
応
答
な
ど
を
経
て
、
第
1
号

議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
に
関
連
し
て
、
社
員
池
上
敏

昭
氏
（
昭
56
電
）
か
ら
は
、
24
年
度
事
業

報
告
と
25
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
説

明
の
順
序
と
説
明
資
料
の
順
序
の
不
整
合
等

に
関
す
る
意
見
、
社
員
泉
澤
髙
光
氏
（
昭
47

英
）
か
ら
は
、
①
会
誌
・
会
報
の
郵
送
費

の
予
算
と
実
績
の
差
異
に
関
す
る
質
問
②
経

費
削
減
の
実
績
が
予
算
額
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
、
久
米

信
行
専
務
理
事
が
対
応
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
藤
武
専
務
理
事
（
昭
56
経
）

か
ら
決
議
事
項
の
第
2
号
議
案
の
「
役
員
の

選
任
の
件
」
を
説
明
。
萩
谷
議
長
が
定
款

第
19
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
候
補
者
ご

と
に
決
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
、新
役
員（
4
～
５
頁
に
掲
載
）
が
決
定
し
た
。

今
年
度
の
定
時
社
員
総
会
は
６
月
14
日
（
土
）
14
時
か
ら
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
３
０
５
講
堂
で
開
催
し
た
。

そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。（
専
務
理
事 

佐
藤
武
）

２
０
２
５

２
０
２
５（
令
和
７
）

（
令
和
７
）年
度
年
度  

定
時
社
員
総
会
報
告

定
時
社
員
総
会
報
告◇

石
渡
理
事
長
、
戸
田
学
長
ら
が
来
場

　
続
い
て
、
石
渡
卓
た
か
し

学
校
法
人
神
奈
川

大
学
理
事
長
、
戸
田
龍
介
神
奈
川
大
学
長

（
本
年
4
月
就
任
）
、
坂
本
郁
夫
学
校
法

人
神
奈
川
大
学
常
務
理
事
お
よ
び
鶴
藤
倫の

り

道み
ち

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
常
務
理
事
、
並

び
に
花
嶋
と
み
子
事
務
局
長
・
理
事
が
入

場
さ
れ
た
後
、
司
会
者
が
臨
時
理
事
会
で

決
定
し
た
新
三
役
（
会
長
、
副
会
長
、
専

務
理
事
）
を
会
場
で
紹
介
し
た
。
続
け
て
、

石
渡
理
事
長
、
戸
田
学
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

近
況
報
告
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
司
会
が
「
24
年
度
表
彰
者
芳

名
」
を
披
露
し
た
後
、
出
席
し
た
特
別
表

彰
の
水
泳
部
1
団
体
と
4
名
の
個
人
に
対

し
、
久
保
清
治
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
受
彰
者

を
代
表
し
て
水
泳
部
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
横
山

貴た
か
しさ
ん
か
ら
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
、
全
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
終
了
し
た
。

久保会長挨拶

定時社員総会の様子

内田青藏新会長挨拶

石渡理事長挨拶

戸田学長挨拶

横山コーチ謝辞
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宮陵会事務局 からのお知らせ

題名  「神奈川大学が指定管理者の横浜市開港記念会館」
（2025 年 6月制作　F10号）

　関東大震災後の１９２８（昭和3）年に復興した会館は、横浜学院（神奈
川大学の前身）設立と同時期でした。ジャックと呼ばれる尖塔に登るための
狭い螺旋階段を右手に、マリンタワーを中央奥に配しました。赤レンガの
建物が、現在の横浜キャンパス噴水池の水面に映ったら綺麗かも？と想像の
翼を広げました。 � 渡邊恵子（1977年法学部法律学科卒）

表紙のことば

 ◇ 会議予定
理事会　2025（令和7）年 10月 3日（金）

12月 5日（金）
 ◇ 夏季一斉休暇

2025（令和 7）年 8月12日（火）～ 8月15日（金）
 ◇ 地域組織新代表者紹介

福井県宮陵会　　昭 53経　　櫻井雅康 様
兵庫県宮陵会　　昭 50法　　杉村隆士 様
港南区宮陵会　　昭 63貿　　和知親裕 様
学士山岳会　　　昭 53法　　五井和彦 様

※登録いただきました情報につきましては、皆さまの個人情報の
重要性を深く認識し、個人情報保護方針に従い適正な保護管理
に努めています。

▼日本美術協会や上野の森美術館、フジサンケイグループ
が主催する「第 38回日本の自然を描く展」に『宮陵会報』
No.119号の表紙絵（渡邊恵子さんの作品）が入選。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ
 ◇ 事務局よりのお願い

【会費納入について】
宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致します。
会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、代議員
となる資格がなくなる場合があります。詳細につきましては、同
封の「会費納入要領」をご参照ください。

【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更があ
れば、ご連絡をお願いします。
①神奈川大学ホームページ

卒業生登録情報登録・変更のご案内
(https://www.kanagawa-u.ac.jp/alumni_menu/registration/)

② FAX　045-413-0791
③ E-mail
　 kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

■ ■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2025（令和7）年2月17日
宮坂恒一 様(昭39電)　前長野東北信会長
2025（令和7）年４月22日
平能孝一 様（昭48貿）　宮陵会参与、前港南区宮陵会会長
2025（令和7）年６月９日
宇久田進治 様（昭43貿・平２２経博前）� 宮陵会相談役

　
本
年
４
月
22
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
宮
陵
会
副
会
長
の
平
能
孝
一

さ
ん（
享
年
74
歳
、昭
48
貿
、宮
陵
会
参
与
、前
港
南
区
宮
陵
会
会
長
）

の
お
別
れ
の
会
が
５
月
31
日
、
神
奈
川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ラ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。
ご
く
親
し
い
方
に
お
声
掛

け
を
し
た
と
こ
ろ
、
平
能
さ
ん
の
お
人
柄
ゆ
え
で
、
久
保
清
治
宮

陵
会
前
会
長
を
始
め
他
の
宮
陵
会
メ
ン
バ
ー
や
在
職
中
の
同
僚
、

在
籍
し
た
バ
ス
ケ
部
の
仲
間
な
ど
75
人
の
方
々
が
、
ご
家
族
と
共

に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
平
能
さ
ん
は
生
前
、「
想
い
出

　人

の
繋
が
り
は
縁
な
る
も
の
」（
小
冊
子
）を
ま
と
め
ら
れ
、
当
日
参

加
者
に
配
ら
れ
た
。
平
能
さ
ん
と
の
縁
に
よ
っ
て
繋
が
っ
た
絆
を

大
切
に
、
今
後
も
親
交
を
深
め
て
い
き
た
い
。

元
宮
陵
会
副
会
長
の
平
能
孝
一
さ
ん
の
お
別
れ
の
会
が
開
か
れ
た

（
同
級
生
で
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｏ
Ｂ
会
顧
問
・
塩
塚
定
雄
さ
ん

『
昭
和
48
年
卒
』か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
）

表 彰 者 芳 名

■
功
労
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
２
号
該
当
）

地
域
組
織
関
係

坪
内 

邦
至
様　
昭
和
40
年
法
経
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
島
根
県
宮
陵
会
会
長

夏
秋 

博
隆
様
　
昭
和
48
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

元
佐
賀
県
宮
陵
会
会
長

■
感
謝
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
3
号
該
当
）

地
域
組
織
関
係

阿
佐
慶
正
秀
様
　
昭
和
52
年
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

元
沖
縄
県
宮
陵
会
会
長

熊
谷 

貞
彦
様
　
昭
和
40
年
第
二
法
経
学
部
経
済
学
科
卒
業

元
硬
式
野
球
部
O
B
会
会
長

■
特
別
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
４
号
該
当
）

水

泳

部
　
第
1
0
0
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子
総
合
優
勝

小
畠
優
々
美
様
　
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
2
年

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25
ｍ
）
水
泳
競
技
会

女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

優
勝

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25
ｍ
）
水
泳
競
技
会

女
子
１
０
０ｍ
平
泳
ぎ　

準
優
勝

長
岡 

愛
海
様
　
経
済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2
年

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25
ｍ
）
水
泳
競
技
会

女
子
１
０
０ｍ
背
泳
ぎ　

優
勝

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25
ｍ
）
水
泳
競
技
会　

女
子
２
０
０ｍ
背
泳
ぎ　

優
勝

第
17
回
世
界
短
水
路
選
手
権
（
25
ｍ
）

女
子
２
０
０ｍ
背
泳
ぎ　

11
位

内
藤 

未
唯
様
　
令
和
7
年
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
卒
業

2
0
2
4
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手
権

大
会

女
子
1
0
0
0
ｍ　

優
勝

新
倉
す
み
れ
様
　
令
和
7
年
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
卒
業

文
部
科
学
大
臣
杯
令
和
6
年
度
全
日
本
学
生

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

女
子
72
㎏
級　

優
勝

令
和
6
年
度
天
皇
杯
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会

女
子
72
㎏
級　

準
優
勝

２
０
２
４
S
e
n
i
o
r
s 

A
s
i
a

C
h
a
m
p
i
o
n
s
h
i
p
s

72
㎏
級 

7
位

星
野 

レ
イ
様
　
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
2
年

2
0
2
4
年
度
J
O
C
ジ
ュニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
ジ
ュニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

U
︲20
の
部　

68
㎏
級　

優
勝

令
和
6
年
度
明
治
杯
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

女
子
６８
㎏
級　

優
勝
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今
回
、
会
長
に
就
任
し
た
内
田
青
藏
で

ご
ざ
い
ま
す
。
最
初
に
簡
単
な
自
己
紹
介

か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
1
9
7
５
（
昭
和
50
）
年
神
奈
川

大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
学
院
修
士
課
程
に
進
み
、

博
士
課
程
は
東
京
工
業
大
学
大
学
院
（
現

東
京
科
学
大
学
）
に
進
学
し
ま
し
た
。
専

門
領
域
は
建
築
史
で
、
欧
米
化
が
開
始
さ

れ
た
明
治
以
降
の
わ
が
国
の
住
宅
建
築
の

変
容
過
程
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
大
学
院
修
了
後
は
、
東
京
工
業
大

学
附
属
工
業
高
等
学
校
（
現
東
京
科
学
大

学
附
属
科
学
技
術
高
等
学
校
）
、
文
化
女

子
大
学
、埼
玉
大
学
を
経
て
2
0
0
9
（
平

成
21
）
年
か
ら
母
校
で
あ
る
神
奈
川
大
学

で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
い
わ
ば
一

介
の
研
究
者
で
あ
り
教
育
者
で
す
。
私
自

身
、
宮
陵
会
の
役
割
が
出
身
大
学
を
支
え

る
こ
と
と
す
れ
ば
、
会
長
職
は
学
生
に
と
っ

て
の
就
職
面
や
大
学
運
営
上
の
サ
ポ
ー
ト

と
な
る
と
経
済
界
で
ご
活
躍
の
方
々
の
方

が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
前
任
者
で
あ
る
久
保

会
長
も
研
究
者
で
あ
り
教
育
者
で
し
た
。

そ
の
久
保
会
長
、
そ
し
て
私
と
会
長
職
に

大
学
人
が
続
い
た
の
は
、
偶
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
教
育
面
か
ら
大
学
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
暗
示
の
よ
う

に
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
宮
陵
会
の
機
関
誌
『
宮
陵
』
74
号
を
す

で
に
お
読
み
と
思
い
ま
す
が
、
前
久
保
会

長
が
現
在
の
神
奈
川
大
学
の
状
況
に
つ
い

て
、
忌き

憚た
ん

の
な
い
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
私
も
拝
読
し
、
正
直
、
同
じ
思
い
を

抱
き
ま
し
た
。

　
素
朴
で
す
が
、
卒
業
生
の
ひ
と
り
と
し

て
、
母
校
が
国
内
の
大
学
の
中
で
も
価
値

あ
る
も
の
と
し
て
の
高
い
評
価
を
得
る
こ

と
、
絶
え
ず
成
長
を
遂
げ
、
世
界
へ
と
そ

の
名
を
轟
か
す
存
在
に
な
る
こ
と
を
夢
見

て
い
ま
す
。
09
年
に
赴
任
す
る
際
は
、
微

力
な
が
ら
そ
う
し
た
大
学
へ
の
変
貌
の
力

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
思
い
も
あ
っ
て
、
私
は
所
属
す
る
建

築
学
科
を
他
大
学
が
既
に
進
め
て
い
た
よ

う
に
建
築
学
部
に
格
上
げ
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
改
組
を
通
じ
て
、
優
秀
な

学
生
を
集
め
る
契
機
と
し
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
大
学
の
理
解
を
得
て
、
建
築

学
部
を
創
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
の
質
を
高
め
、
優
秀
な
学
生
を
集
め

る
と
い
う
目
的
の
達
成
に
は
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
現
在
、
優
秀
な
卒

業
生
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、

教
育
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
卒
業
生
と
し
て
母
校
に
対
す
る
思
い
は

つ
き
ま
せ
ん
。
何
と
か
一
歩
で
も
夢
に
近

づ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
ど
う
す
べ
き
か
。
や
は
り
わ
れ
わ
れ

卒
業
生
は
、
創
立
者
米
田
吉
盛
の
「
教
育

は
人
を
造
る
に
あ
り
」
と
い
う
言
葉
に
立

ち
返
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
も
う
一
度
〈
教
育
〉
の
力
を

信
じ
、
大
学
と
一
緒
に
学
び
舎
の
「
人
を

造
る
〈
教
育
〉
」
の
具
体
化
を
目
指
し
、

神
奈
川
大
学
独
自
の
大
学
教
育
を
実
現
す

る
こ
と
こ
そ
評
価
を
高
め
る
道
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ

れ
わ
れ
の
母
校
愛
に
満
ち
た
声
を
大
学
に

届
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、

改
革
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
神
奈
川

大
学
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
そ
の
成
長
を
求

め
る
教
員
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
本
学
出
身
者
の
教
員
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
あ
と
3
年
で
母

校
が
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
宮
陵
会

で
は
、
こ
の
1
0
0
年
を
ど
う
祝
う
の
か

と
い
う
大
変
重
要
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
正
直
、
荷
が
重
く
且
つ
責
任
も
伴

う
課
題
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
遭
遇
し
た

こ
と
を
名
誉
と
考
え
、
ま
た
、
楽
し
み
な

が
ら
卒
業
生
の
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
創
設

1
0
0
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
の
準
備
に

向
か
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
準
備
は
私
や
理
事
の
皆
さ
ん
だ
け
で

は
手
に
余
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
ご
一
緒
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
と
と
も
に
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
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　Giving Campaign（ギビング キャンペーン）は全国の大学・大
学生の様々な活動に光を当て、支援の輪を広げ、新たな支援者を創
出するためのオンラインチャリティーイベントです。
　学生自らがさまざまなSNSなどを通じて自分たちの活動内容や取り組
む姿、目標や夢などを多くの方に発信することで支援を呼びかけます。
　支援者からの応援投票数などの一定の条件に応じて協賛企業から

の協賛金が配分されるほか、皆さまからの応援メッセージや寄付金
を学生団体へ届けることができるイベントです。
　本キャンペーンを通して学生のさまざまな活躍を知っていただき、
個々の団体に一人でも多くのファンが増えることを期待しています。
　皆さまからの温かいご支援をお待ちしています。
（イベントの詳細は、9月以降の神奈川大学HP等でお知らせします）

学生を応援し、支え、ファンとなる
～Giving Campaign 2025で神大生を応援しよう～
神奈川大学学生団体がオンラインチャリティーイベント
『Giving Campaign2025』に参加します
◆開催期間：2025年10月10日（金）～19日（日）
○主催：神奈川大学　○後援：文部科学省　○運営：株式会社Alumnote（アルムノート）

Giving Campaign2025
公式ホームページ

新 役 員 の 紹 介

理　事
内 山 曜 子

（昭53経）

理　事
和 知 親 裕

（昭63貿）

副会長
原　　 柳 作

（昭46英）
広報委員会委員長

理　事
藤 井 俊 二

（昭46法）

理　事
永和田隆一

（昭57経）

理　事
古閑千保子

（平13英）

副会長
三 宮 政 俊

（昭51法）
事業委員会委員長

理　事
宮 澤 俊 次

（昭48経）

理　事
末 吉　 孝 弘

（昭60法）

理　事
萩谷恵里子

（昭56法）

監　事
藤 田 伸 哉

（昭50貿）

専務理事
久 米 信 行

（昭49経）
総務財政委員会

委員長

理　事
大 野　 実

（昭50法）

副会長
小林二三夫

（昭48貿）
交流企画委員会

委員長

理　事
貞方　康伸

（昭60電）

監　事
金 子 浩 也
（平17経博前）

専務理事
佐 藤　　 武

（昭56経）
組織委員会委員長

理　事
森 川 藏

（昭52法）

会　長
内 田 青 藏

（昭50建）

理　事
能 重 幸 夫

（昭62経）

監　事
横 山　　 朗

（平18法務）

理　事
指 籏　　 博

（昭62応化）

専務理事
萩原くみこ

（昭59法）
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2024年度 事業報告

■	2025・2026年度代議員を選任するための選挙を実施し、200名の代議員
が選任された。

■	新規の地域組織として「神奈川大学信州宮陵会」「神奈川大学法曹宮陵会」
「神奈川大学シェイクスピア英語劇研究会 OB 会」が設立された。
■	地域組織のブロック会は８ブロック、総会（地域、職域、同期・同好）は

88組織において開催された。
■	神奈川大学教育振興基金への寄付として 200万円、課外活動団体への

活動援助金として 300万円を法人へ寄付した。
■	給付奨学金として学部生３名及び大学院生８名に対し、総額 3,697,250

円を給付した。
■	財政改革実施特別委員会及び地域組織拡大・特別強化委員会が行われ、

それぞれ答申書が提出された。

2025 年度 事業計画
■ 2025・2026年度役員（理事 20名・監事 3名）の選任。
■	関東ブロック会の立上げ。構成地域組織は、千葉県、茨城県、栃木県、
群馬、群馬東毛、埼玉県、町田、西多摩の８組織。

■	宮陵会設立 90周年事業の準備委員会の設置。
■	卒業生専門職（士職）による無料相談会は、相談申込件数の減少に伴
い 2025年度は一旦休止する。

■	神奈川大学への寄付執行及び給付奨学金の給付執行（学部生及び大学
院生）。

詳細は宮陵会ホームページでご確認いただけます。

貸借対照表
2025年 3月 31日現在� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資 産 の 部
１. 流 動 資 産
現 金 313,262 415,865 △ 102,603
普 通 預 金 56,509,937 55,387,770 1,122,167
振 替 貯 金 338,696 271,246 67,450
定 期 預 金 212,000,000 212,000,000 0
前 払 金 16,000 16,000 0
流 動 資 産 合 計 269,177,895 268,090,881 1,087,014

２.固定資産
(1) 基本財産

定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0

(2) 特定資産
奨学基金積立資産 110,000 110,000 0
神奈川大学創立 100 周年積立資産 91,000,000 81,000,000 10,000,000
宮陵会設立90周年積立金 6,000,000 4,000,000 2,000,000
退職給付引当預金 4,280,845 3,695,196 585,649
特 定 資 産 合 計 101,390,845 88,805,196 12,585,649

(3) その他固定資産
ソ フ ト ウ エ ア 77,000 121,000 △ 44,000
その他固定資産合計 77,000 121,000 △ 44,000
固 定 資 産 合 計 104,467,845 91,926,196 12,541,649
資 産 合 計 373,645,740 360,017,077 13,628,663

Ⅱ 負 債 の 部
１.流動負債
未 払 金 726,956 888,319 △ 161,363
前 受 会 費 21,000 18,000 3,000
預 り 金 210,263 362,399 △ 152,136
流 動 負 債 合 計 958,219 1,268,718 △ 310,499

２.固定負債
退職給付引当金 4,280,845 3,695,196 585,649
固 定 負 債 合 計 4,280,845 3,695,196 585,649
負 債 合 計 5,239,064 4,963,914 275,150

Ⅲ正味財産の部
１.指定正味財産

指定正味財産合計
( うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

２.一般正味財産 368,406,676 355,053,163 13,353,513
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (97,110,000) (85,110,000) (12,000,000)
正 味 財 産 合 計 368,406,676 355,053,163 13,353,513
負債及び正味財産合計 373,645,740 360,017,077 13,628,663

正味財産増減計算書
2024年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財　産　運　用　益 7,520 3,070 4,450
基本財産受取利息 (51) (51) (0)
特定資産受取利息 (7,469) (3,019) (4,450)

② 受 　 取 　 会 　 費 122,572,000 122,753,000 △ 181,000
正 会 員 会 費 (6,877,000) (7,908,000) ( △ 1,031,000)
準 会 員 会 費 (115,695,000) (114,845,000) (850,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 817,806 589,086 228,720
受 取 利 息 (129,806) (9,086) (120,720)
雑 収 益 (688,000) (580,000) (108,000)
経 常 収 益 計 123,397,326 123,345,156 52,170

(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,717,311 8,737,952 △ 20,641
退職給付引当金繰入額 292,824 170,014 122,810
福 利 厚 生 費 1,145,151 1,485,753 △ 340,602
会 議 費 287,217 637,050 △ 349,833
旅 費 交 通 費 3,821,405 5,029,838 △ 1,208,433
通 信 運 搬 費 31,026,311 32,889,728 △ 1,863,417
消 耗 品 費 1,230,318 485,335 744,983
印 刷 製 本 費 9,387,781 8,628,916 758,865
慶 弔 交 際 費 1,871,000 2,027,500 △ 156,500
賃 借 料 372,900 372,900 0
諸 謝 金 901,398 440,343 461,055
支 払 負 担 金 6,300,000 6,300,000 0
支 払 助 成 金 11,746,123 10,178,905 1,567,218
支 払 寄 付 金 5,447,500 5,000,000 447,500
給 付 奨 学 金 3,697,250 3,413,750 283,500
委 託 費 1,034,674 275,454 759,220
雑 費 10,025 77,104 △ 67,079
事 業 費 計 87,289,188 86,150,542 1,138,646

② 管 理 費
給 料 手 当 8,717,310 8,737,952 △ 20,642
臨 時 雇 用 賃 金 3,175,487 380,029 2,795,458
退職給付引当金繰入額 292,825 170,014 122,811
福 利 厚 生 費 1,145,151 1,485,753 △ 340,602
会        議        費 1,134,376 923,572 210,804
旅 費 交 通 費 3,865,043 4,389,557 △ 524,514
通 信 運 搬 費 714,684 683,437 31,247
減 価 償 却 費 44,000 44,000 0
消 耗 什 器 備 品 費 0 0 0
消 耗 品 費 568,908 508,529 60,379
印 刷 製 本 費 492,448 395,422 97,026
慶 弔 交 際 費 975,850 767,076 208,774
賃 借 料 372,900 372,900 0
保 険 料 409,640 409,640 0
委 託 費 487,300 559,290 △ 71,990
支 払 手 数 料 255,585 242,495 13,090
雑 費 103,118 121,796 △ 18,678
管 理 費 計 22,754,625 20,191,462 2,563,163
経 常 費 用 計 110,043,813 106,342,004 3,701,809
当 期 経 常 増 減 額 13,353,513 17,003,152 △ 3,649,639

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

貸倒引当金戻入額 0 0 0
経 常 外 収 益 計 0 0 0

(2) 経 常 外 費 用
経 常 外 費 用 計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 13,353,513 17,003,152 △ 3,649,639
一般正味財産期首残高 355,053,163 338,050,011 17,003,152
一般正味財産期末残高 368,406,676 355,053,163 13,353,513

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 368,406,676 355,053,163 13,353,513

正味財産増減補正予算書
2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日まで　　� （単位：円）

科 目 予 算 額 補 正 額 補正予算額 備 考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
①　財 産 運 用 益 11,000 11,000
基本財産受取利息 (1,000) (1,000)
特定資産受取利息 (10,000) (10,000)

② 受 取 会 費 118,640,000 118,640,000
正 会 員 会 費 (5,890,000) (5,890,000)
準 会 員 会 費 (112,750,000) (112,750,000)

③ 雑 収 益 330,000 330,000
受 取 利 息 (30,000) (30,000)
雑 収 益 (300,000) (300,000)
経 常 収 益 計 118,981,000 0 118,981,000

(2) 経 常 費 用
① 事 業 費
給 料 手 当 10,100,000 10,100,000
退職給付引当金繰入額 185,000 185,000
福 利 厚 生 費 1,250,000 1,250,000
会 議 費 880,000 880,000
旅 費 交 通 費 6,420,000 6,420,000
通 信 運 搬 費 32,827,000 32,827,000
消 耗 品 費 1,559,000 1,559,000
印 刷 製 本 費 8,740,000 8,740,000
慶 弔 交 際 費 2,200,000 2,200,000
賃 借 料 410,000 410,000
諸 謝 金 620,000 620,000
支 払 負 担 金 3,300,000 3,300,000
支 払 助 成 金 14,400,000 14,400,000
支 払 寄 付 金 5,250,000 5,250,000
給 付 奨 学 金 4,000,000 4,000,000
委 託 費 1,030,000 1,030,000
雑 費 100,000 100,000
事 業 費 計 93,271,000 0 93,271,000

② 管 理 費
給 料 手 当 10,100,000 10,100,000
派 遣 事 務 費 3,000,000 3,000,000
臨 時 雇 用 賃 金 410,000 410,000
退職給付引当金繰入額 185,000 185,000
福 利 厚 生 費 1,250,000 1,250,000
会        議        費 1,720,000 1,720,000
旅 費 交 通 費 4,860,000 4,860,000
通 信 運 搬 費 1,000,000 1,000,000
減 価 償 却 費 44,000 836,000 880,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000 200,000
消 耗 品 費 720,000 432,000 1,152,000
印 刷 製 本 費 650,000 650,000
慶 弔 交 際 費 1,400,000 1,400,000
賃 借 料 410,000 410,000
保 険 料 440,000 440,000
委 託 費 6,975,000 △ 4,200,000 2,775,000
支 払 手 数 料 340,000 340,000
雑 費 250,000 250,000
管　　理　　費　　計 33,954,000 △ 2,932,000 31,022,000

経 常 費 用 計 127,225,000 △ 2,932,000 124,293,000
当期経常増減額 △ 8,244,000 2,932,000 △ 5,312,000

2.　経常外増減の部
(1) 経常外収益

経 常 外 収 益 計
(2) 経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 8,244,000 2,932,000 △ 5,312,000
一般正味財産期首残高 334,219,163 34,187,513 368,406,676
一般正味財産期末残高 325,975,163 37,119,513 363,094,676

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受 取 寄 付 金
受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 325,975,163 37,119,513 363,094,676
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湘
南
信
用
金
庫
専
務
理
事　

二
本
木　

岳
彦 

（
63
歳
）

「
ま
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」

にほんぎ・たけひこ
横須賀市出身 1984（昭和 59）
年経済学部貿易学科卒業。
同年横須賀信用金庫（現・湘
南信用金庫）入庫。企業再生
本部長、債券管理部長、本
店長等を経て2020（令和2）
年より現職。

　
昭
和
55
年
、
18
歳
だ
っ
た
私
は
と
に
か

く
こ
の
国
か
ら
出
た
か
っ
た
。
卒
業
後
は

貿
易
商
社
な
ど
で
働
き
、
異
国
の
人
を
相

手
に
海
外
で
仕
事
が
し
た
か
っ
た
。
そ
ん

な
漠
然
と
し
た
将
来
像
を
持
っ
て
い
た
た

め
神
大
の
貿
易
学
科
へ
の
進
学
を
選
択
し

た
。
入
学
後
は
部
活
動
で
も
当
時
の
学
連

で
一
番
歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
貿

易
研
究
部
（
貿
研
）
に
入
部
し
、
こ
の
貿

研
の
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
授

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
当
時
の
日
本
が
抱

え
て
い
た
貿
易
問
題
や
経
済
問
題
な
ど
に

つ
い
て
勉
強
し
熱
い
議
論
を
し
た
。
多
感

な
時
期
に
こ
の

よ
う
な
濃
い
時

間
を
共
有
し
た

彼
ら
と
の
付
き

合
い
は
当
然
40

年
以
上
が
た
っ

た
現
在
で
も
続

い
て
い
る
。

　
一
見
こ
の
よ

う
に
順
風
満
帆

に
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
よ
う
に

も
見
え
た
私
の

学
生
生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
裏
で
当

時
の
日
本
経
済
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
の
立
ち
直
り
に
時
間
を
要
し
、
就

職
活
動
に
入
る
前
年
の
昭
和
57
年
度
に
お

い
て
も
ま
だ
巷
の
景
気
は
回
復
し
て
い
な

か
っ
た
。
直
近
で
は
平
成
20
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

当
時
も
貿
易
関
連
で
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

他
多
く
の
企
業
も
大
幅
に
求
人
を
絞
っ
て

い
た
。
募
集
人
数
を
「
若
干
名
」
と
表
示

し
て
い
る
企
業
も
目
立
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
当
時
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
バ
ン
ド
の

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
う
楽
曲
が
グ
ラ
ミ
ー

賞
の
各
賞
を
総
な
め
し
て
い
て
、
な
ぜ
か

私
は
こ
の
未
開
の
地
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ
と

い
う
大
陸
に
行
き
、
そ
こ
で
で
っ
か
い
商

売
を
し
て
や
る
！
こ
ん
な
根
拠
の
無
い
自

信
を
抱
き
つ
つ
、
現
実
と
し
て
人
生
の
大

き
な
岐
路
で
あ
る
就
活
と
い
う
渦
の
中
に

い
た
。
今
日
の
言
葉
で
言
え
ば
完
全
に
カ

オ
ス
の
よ
う
な
状
況
で
、
い
ま
考
え
る
と

空
恐
ろ
し
く
も
あ
る
が
、
当
時
は
多
分
に

漏
れ
ず
恐
れ
を
知
ら
な
い
若
さ
と
い
う
も

の
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
は
そ
れ

で
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
結
局
志
望
し
た
貿
易
関
連
企
業
か
ら
の

内
定
は
皆
無
で
、
内
定
を
頂
戴
で
き
た
の

は
証
券
会
社
数
社
と
地
元
の
信
用
金
庫
だ

け
だ
っ
た
。
両
親
と
ゼ
ミ
の
教
授
だ
っ
た

名
島
先
生
に
相
談
を
し
た
末
、
最
終
的
に

貿
研
の
先
輩
が
就
職
を
し
て
い
た
地
元
の

信
用
金
庫
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し

た
。
22
歳
で
信
金
マ
ン
と
し
て
社
会
人
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
私
は
、
預
金
係
、
融

資
係
、
営
業
係
と
一
通
り
の
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
な
が
ら
異
動
と
昇
格
を
重
ね
、
気
が
付
く

と
三
十
代

半
ば
で
支

店
長
に
な
っ

て
い
た
。
も

し
か
す
る

と
自
分
は
こ

の
職
に
向
い

て
い
る
の
か

も
知
れ
な

い
。
そ
う
思

う
よ
う
に

も
な
っ
て
い

た
。
そ
う
こ

う
し
て
い
る

う
ち
に
五
十

代
に
入
り
、
今
度
は
ま
さ
か
の
役
員
に
選
任

さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
母
校
か
ら

講
義
を
依
頼
さ
れ
、
六
角
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
も
な
っ
た
。
以
前

職
場
の
上
司
が
事
あ
る
ご
と
に
部
下
職
員

に
対
し
言
っ
て
い
た
「
ま
か
れ
た
場
所
で

咲
き
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
す
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
自
分
に
は
こ
の
仕
事
が

向
い
て
い
た
訳
じ
ゃ
な
い
。
こ
こ
に
ま
か

れ
た
の
だ
。
還
暦
を
過
ぎ
た
い
ま
、
心
か

ら
そ
う
思
う
。

貿易研究部の同期14人

六角橋キャンパス３号館での講義

本店長時代

活躍する卒業生
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活躍する卒業生

現在のビジネスの中心はフィリピンからのインバウンド。
取引先訪問のひとこま

フ
ァ
ラ
ー
シ
ャ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル  

Ｃ
Ｅ
Ｏ　

齋
藤　

裕
樹 （
50
歳
）

「
出
会
い
」を
紡
い
で
、か
け
が
え
の
な
い「
縁
え
に
し」へ

さいとう・ひろき
1975（昭和50）年横浜市生ま
れ。1998（平成10）年外国語
学部英語英文学科（小川水尾
ゼミ）卒。中堅旅行会社で旅
行企画から仕入れ・手配・営
業業務をこなす一方、添乗
員として世界 90カ国以上を
訪問。ありきたりでない旅
の魅力を学ぶ。2022（令和
４）年ランドオペレーター業
務とインターナショナル・イ
ベントを中心としたイベン
ト企画・運営を行うファラー
シャ・インターナショナルを
創業。著書に「ダークツーリ
ズム入門」（共著 /イースト
プレス）。尊敬する人はシン
ガポール建国の父、リー・ク
アンユー。

　
中
学
、
高
校
時
代
と
の
め
り
込
ん
だ
の

が
国
際
交
流
活
動
。
ま
だ
今
の
よ
う
に
は

手
軽
に
海
外
旅
行
に
は
行
け
な
か
っ
た
当

時
は
、
自
治
体
の
試
験
を
受
け
、
夏
休
み

な
ど
の
長
期
休
暇
に
姉
妹
都
市
な
ど
に
派

遣
さ
れ
る
海
外
派
遣
事
業
が
盛
ん
に
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
そ
ん
な
私
も
中
学
時
代

に
は
中
国
・
遼
寧
省
へ
、
高
校
時
代
に
は

米
国
テ
キ
サ
ス
州
へ
と
派
遣
さ
れ
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
度
の
経
験
は
私
を
海
外
旅
行
に
開

眼
さ
せ
る
の
に
は
十
分
で
、
神
奈
川
大
学

外
国
語
学
部
英
語
英
文
学
科
に
入
学
以
降

は
、
日
々
学
習
塾
の
講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

明
け
暮
れ
て
資
金
を

貯
め
つ
つ
、
長
期
休

暇
に
な
る
と
学
習
塾

の
講
習
の
仕
事
を
す

べ
て
断
っ
て
海
外
旅

行
に
出
か
け
る
、
そ

ん
な
こ
と
の
繰
り
返

し
の
4
年
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
か

と
い
っ
て
授
業
を
さ

ぼ
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
き
ち
ん
と

授
業
に
は
出
席
、
特
に
語
学
系
の
授
業
は
学

べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
旅
行
の
際
に
役
に
立
つ
わ
け

で
、
熱
心
に
勉
強
に
励
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
4
年
間
、
就
職
活
動

は
何
の
迷
い
も
な
く
旅
行
会
社
1
本
、
そ

れ
も
大
手
志
向
で
は
な
く
、
旅
行
の
企
画

か
ら
添
乗
ま
で
な
ん
で
も
や
る
こ
と
が
で

き
る
（
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
）
中
堅

会
社
に
絞
っ
て
望
み
、
何
と
か
第
一
志
望

の
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
同
期
入
社
7
人
の
う
ち
、
神
奈
川
大
学

の
同
じ
ゼ
ミ
の
仲
間
と
2
人
が
内
定
し
て

い
た
こ
と
に
は
心
底
驚
き
ま
し
た
）
。
こ
の

会
社
で
は
、
社
内
で
ツ
ア
ー
の
企
画
や
仕

入
れ
・
手
配
を
担
当
し
つ
つ
毎
月
の
よ
う

に
海
外
添
乗
に
出
か
け
、
在
職
中
に
訪
れ

た
国
数
は
90
を
超
え
ま
す
。
中
に
は
今
で

は
治
安
上
危
険
で
訪
れ
る
こ
と
が
難
し
い

国
々
も
含
ま
れ
ま
す
。
30
歳
半
ば
で
中
堅

社
員
と
な
っ
た
頃
、
こ
の
会
社
は
残
念
な

が
ら
倒
産
し
て
し
ま
い
、
今
で
は
存
在
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
単
に
一
旅
行

好
き
な
だ
け
で
は
到
底
訪
れ
る
こ
と
な
ど

で
き
な
か
っ
た
国
々
を
訪
ね
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
会
社
で
経
験

し
た
、
学
ん
だ
こ
と
が
今
の
私
の
礎
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

　
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
て
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
に
会
社
を
辞
め
、
独
立
し
て

自
分
で
旅
行
関
係
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
の
人
生
計
画
に
は
全
く

な
か
っ
た
独
立
で
し
た
が
、
そ
の
時
に
私

を
助
け
て
く
れ
た
の
が
「
人
と
人
と
の
繋

が
り
＝
人
脈
」
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
紡

い
で
き
た
「
縁
」
が
独
立
間
も
な
い
私
を

大
い
に
助
け
て
く
れ
、そ
し
て
新
た
な
「
出

会
い
」
を
「
縁
」
に
変
え
、
そ
の
新
し
い

縁
が
新
た
な
仕
事
の
可
能
性
を
運
ん
で
き

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
社
交
辞
令
が
大
嫌

い
で
、
本
当
に
ま
た
会
い
た
い
人
に
は
、「
ま

た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
ね
。
で
、
い
つ
に

し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
具
体
的
な
約
束
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
、
お
互
い
の
関
係
が
よ
り
深
ま

り
、
そ
の
先
の
関
係
が
続
い
て
い
く
こ
と
に

も
な
る
か
ら
で
す
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

人
生
の
要
所
要
所
に
縁
を
大
切
に
し
て
き

た
人
が
近
く
に
い
て
く
れ
、
そ
し
て
私
の

人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
に
も
縁
を
大

事
に
し
て
生
き
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
「
出
会
い
」
は
あ
く
ま
で
も
偶
然
、

「
縁
」
は
自
ら
の
努
力
に
よ
り
、
出
会
い

を
昇
華
さ
せ
た
も
の
な
の
で
す
。
今
の
神

奈
川
大
学
に
も
長
き
に
わ
た
っ
て
縁
を
紡
い

で
き
た
大
切
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
本

当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

添乗員として海外に赴くことも。ブルネイは大好きな
国の一つです

国際イベントの企画・運営も業務の一翼。手配した
変面師の方 と々の記念写真
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阿あ

波は

根ご
ん

昌
し
ょ
う

鴻こ
う

写
真
展

沖
縄
展
に
て
特
別
ゼ
ミ
を
開
催

　

今
年
は
１
９
４
５
（
昭
和
45
）
年
の
日
本
の
敗
戦
か
ら
80
年
で
す
。
各
地
で
80
年
に
関
連
企

画
が
行
わ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
く
の
情
報
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
宮
陵
会
会
員
の

後
田
多
敦
さ
ん
（
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
）
に
沖
縄
発
巡
回
展
「
否
戦
の
心
と
人

間
愛
の
眼　

阿
波
根
昌
鴻
写
真
展
」
に
ま
つ
わ
る
話
題
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
編
集
部
）

　
「
戦
後
80
年
　
平
和
を
発
信
す
る
沖
縄

写
真
巡
回
展
」
と
銘
う
っ
た
「
否
戦
の
心

と
人
間
愛
の
眼
　
阿
波
根
昌
鴻
写
真
展
」

が
６
月
17
日
、
沖
縄
県
那
覇
市
内
で
始
ま

り
ま
し
た
。
今
後
は
神
奈
川
県
、北
海
道
、

広
島
県
、
福
岡
県
、
愛
知
県
で
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
展
示
会
は
実
行
委
員
会
形
式
で

沖
縄
県
も
共
催
。
沖
縄
戦
と
１
９
７
２
年

ま
で
の
米
国
占
領
統
治
と
い
う
歴
史
を
生

き
た
沖
縄
か
ら
、
写
真
を
通
し
て
平
和
を

訴
え
、
「
核
も
基
地
も
な
い
世
界
」
の
構

築
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
私
自
身
は
周
辺
か
ら
の
応

援
団
で
す
。

　
こ
の
写
真
展
で
は
伊
江
島
の
平
和
運
動

家
と
し
て
知
ら
れ
る

阿
波
根
昌
鴻
さ
ん

（
あ
は
ご
ん・し
ょ
う
こ
う
、

１
９
０
１
～
２
０
０
２
）

が
１
９
５
５
年
か
ら

60
年
代
半
ば
に
か
け

て
撮
影
し
た
写
真

（
お
よ
そ
３
２
０
０

点
）
か
ら
、
３
０
０

か
ら
４
０
０
点
選
ん

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
伊
江
島
の
戦
闘
は

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

激
し
い
も
の
で
し
た
。
米
軍
は
１
９
４
５
年

４
月
16
日
に
上
陸
し
て
21
日
に
は
島
を
制

圧
、
そ
の
間
激
し
い
戦
闘
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
側
の
死
者
約
３
５
０
０
人
の
う
ち
、
１

５
０
０
人
は
住
民
で
す
。
島
を
占
拠
し
た

米
軍
は
全
住
民
を
島
外
へ
強
制
移
住
さ
せ
、

住
民
が
島
に
戻
れ
た
の
は
二
年
後
で
す
。

そ
の
後
も
米
軍
の
土
地
の
強
制
接
収
は
行

わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
伊
江
島
で
、
阿
波
根
さ
ん
は
米
軍

の
理
不
尽
な
行
為
や
土
地
接
収
の
不
当
性

に
対
し
抗
議
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
非
暴

力
の
抵
抗
を
続
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
伊

江
島
の
窮
状
を
訴
え
る
た
め
、
「
乞
食
行

進
」
と
称
し
て
沖
縄
各
地
を
回
っ
た
り
し

ま
し
た
。
島
の
生
活
改

善
に
も
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
非
暴

力
で
平
和
を
訴
え
続
け

た
阿
波
根
さ
ん
は
「
沖

縄
の
ガ
ン
ジ
ー
」
と
も

称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
中
で
、

阿
波
根
さ
ん
は
当
時
の

沖
縄
で
は
貴
重
な
写
真

を
撮
り
ま
す
。
人
間
の

尊
厳
を
奪
う
米
軍
の
行
為
を
記
録
し
、
島

に
は
人
間
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
示
そ
う

と
し
ま
し
た
。
写
真
に
は
理
不
尽
な
状
況

と
、
そ
の
中
で
も
生
き
て
い
る
住
民
の
姿

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
に
人
間
が
生

き
て
い
る
こ
と
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
の
身
近
な
学
生
の
多
く
は

阿
波
根
さ
ん
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
後
田
多
卒
業
研
究
で
は
巡
回
展
の

始
ま
り
と
な
っ
た
沖
縄
展
で
、
特
別
沖
縄

ゼ
ミ
を
開
催
。
展
示
会
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

に
神
大
生
8
人
（
学
部
生
4
人
・
大
学
院

生
4
人
）
が
参
加
し
て
、
沖
縄
戦
研
究
の

一
線
で
活
躍
す
る
石
原
昌
家
沖
縄
国
際
大

学
名
誉
教
授
と
沖
縄
戦
の
証
言
を
し
ま
く

と
ぅ
ば
（
沖
縄
の
言
葉
）
で
記
録
す
る
活

「否戦の心と人間愛の眼  阿波根昌鴻写真展」のチラシ

オープンセミナーには、平日にもかかわらず５０人ほどの
市民も参加。セミナーの進行は後田多が担当しました

セミナーで話を聞くゼミ生たち

糸満市摩文仁の「平和の礎」で

宜野湾市の普天間
飛行場を望む高台。
神大卒業生も参加

動
を
続
け
る
写
真
家
の
比
嘉
豊
光
さ
ん
か

ら
、
阿
波
根
さ
ん
の
活
動
や
写
真
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
ゼ
ミ
生
は
翌
日
、
中
南
部
の

戦
跡
を
め
ぐ
り
、
そ
し
て
沖
縄
県
平
和
祈

念
資
料
館
、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館

を
参
観
し
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、
卒
業
生

と
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て

は
、
沖
縄
戦
と
現
在
の
問
題
、
写
真
や
記

録
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
先
輩
の
地
域
で
の

頑
張
り
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

◎
後
田
多　

敦　

１
９
８
６（
昭
和
61
）
年
法
学
部
法

律
学
科
卒
業
、
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授

戦後 年記念企画
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活躍する卒業生

株
式
会
社
ジ
ョ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長　

堤　

敦 

（
68
歳
）

〝
バイ
ト
協
奏
曲
〟 

― 

働
き
な
が
ら
学
ん
だ
男
、
現
在
進
行
形

つつみ・あつし
1957（昭和 32）年横浜市生
まれ。「浜っ子」歴68 年。経
済学部貿易学科卒。大原
学園の経営 企 画、理事を
歴 任。ジョイスジャパ ン
代表取締役就任（自動車運
送業界の労働力不足解消
と国際共生社会づくり）。

　
父
が
倒
れ
た
こ
と
で
大
学
時
代
は
苦
し

い
生
計
の
下
で
、
2
つ
の
奨
学
金
を
受
け

な
が
ら
、
家
業
の
電
気
工
事
の
手
伝
い
と

ア
ル
バ
イ
ト
三
昧
の
日
々
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
早
朝
の
魚
河
岸
、
競
輪
場
の
審
判

補
助
員
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
夜
勤
、

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
家
庭
教
師
…
。

　
今
思
え
ば
、
得
難
い
社
会
経
験
を
す
る

こ
と
と
な
り
、
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
現

場
独
特
の
感
覚
、
数
字
の
示
す
大
切
さ
、

失
敗
体
験
の
数
々
が
、
後
の
社
会
人
と
し

て
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
際
に
役
立
っ
た
実
感
が

あ
り
ま
す
。

　
当
時
、
学
業

は
と
い
え
ば
、

ノ
ー
ト
は
借
り

物
、
試
験
は
一

夜
漬
け
、
出

席
は
…
。
ま
ぁ

時
効
と
い
う
こ

と
で（
笑
）。
卒

業
単
位
は
ギ

リ
ギ
リ
で
決

し
て
威
張
れ

る
学
生
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
、
前
さ
え
向
い
て
い
れ
ば
ど

う
に
か
な
る
も
の
だ
と
い
っ
た
根
拠
な
き
自

信
み
た
い
な
も
の
は
、
不
思
議
と
あ
り
ま

し
た
。

　
卒
業
後
は
在
学
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
講
師

を
し
て
い
た
会
計
領
域
を
専
門
と
し
、
そ

の
他
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
（
資

格
）
の
取
得
教
育
を
提
供
す
る
大
原
学
園

に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
後
30
歳
で
こ
の

学
園
を
一
度
離
れ
、
大
手
石
油
会
社
や
マ
ー

ケ
ッ
タ
ー
・
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
世

界
を
経
験
し
て
再
び
大
原
学
園
に
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
一
度
離
れ
、

企
業
の
現
場
で
営

業
活
動
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
シ
ス

テ
ム
導
入
と
そ
の

活
用
な
ど
に
携
わ

る
中
で
気
づ
い
た

の
は
ラ
イ
セ
ン
ス

（
資
格
）
取
得
だ

け
で
人
は
育
た
な

い
と
い
う
こ
と
。

そ
こ
に
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
が
必
要
な

の
は
実
践
的
な
教
育
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
後
は
、
多
く
の
企
業
と
連

携
を
進
め
、
実
践
教
育
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
、
バ
イ
ト
や
転
職
時
代

に
積
み
上
げ
た
汗
と
経
験
が
、
職
業
教
育

を
考
え
る
上
で
の
〝
骨
格
〟
に
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。
机
上
の
理
論
だ
け
で
は
伝
わ

ら
な
い
、
「
仕
事
の
し
ん
ど
さ
」
「
お
金

を
稼
ぐ
意
味
」
「
人
と
の
関
わ
り
方
」
─

─
そ
う
し
た
〝
実
践
で
役
立
つ
〟
を
伝

え
る
こ
と
が
、
自
分
の
役
割
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

経
営
企
画
室
、
理
事
を
歴
任
し
な
が
ら
海

外
と
の
教
育
提
携
に
活
動
範
囲
が
広
が

り
、
文
科
省
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
イ
ン
ド

へ
は
17
回
の
渡
航
も
経
験
し
ま
し
た
。
大

原
学
園
引
退
後
、
68
歳
の
い
ま
は
、
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
・
紹
介
を
行
う

（
株
）
ジ
ョ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
取
締
役

を
務
め
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
の
自
動
車

運
送
業
界
を
支
え
、「
教
育
」
と
「
働
く
」

を
軸
に
し
た
国
際
共
生
社
会
づ
く
り
は
、

自
分
の
歩
み
の
集
大
成
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
、
働
く
現
場
は
、

学
び
の
宝
庫
な
ん
で
す
。
私
の
よ
う
な

〝
な
ん
と
か
な
る
〟
精
神
を
発
揮
し
て
失

敗
を
恐
れ
ず
自
分
探
し
の
旅
に
出
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

ジョイスジャパン屋上から

インド レバ大学日本語センター開校式（前列右から4人目が私）

インド レバ大学日本語センター開校式
（前列右から3人目私→学長→日本総領事）

趣味のバイク（45 年かけて全都道府県走破）
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活躍する卒業生

合
同
会
社
ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｐ　

幸
地　

俊
一 

（
40
歳
）

神
大
の
縁
が
つ
な
い
で
く
れ
た
、
今
の
自
分

こうち・しゅんいち
1985（昭和 60）年沖縄県生
ま れ。2008（平成 20）年 工
学部建築学科卒業。高橋建
築都市デザイン事務所、cap 
design studio を経て、2016

（平成 28）年 Lods 一級建築士
事務所を創業。2021（令和
3）年合同会社 kanap を設立。

　
故
郷
・
沖
縄
か
ら
建
築
家
に
な
る
と
い

う
目
標
を
胸
に
横
浜
へ
。

　
文
化
の
違
い
に
少
し
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

友
人
に
恵
ま
れ
、
夢
中
で
駆
け
抜
け
た
大

学
生
活
で
し
た
。
朝
は
ラ
ク
ロ
ス
部
の
練

習
、
夜
は
居
酒
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
、
深
夜

は
建
築
課
題
に
取
り
組
む
日
々
。
時
間
に

追
わ
れ
な
が
ら
欲
張
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
挑
戦

し
ま
し
た
が
、
建
築
学
生
に
と
っ
て
集
大

成
で
あ
る
卒
業
設
計
は
中
途
半
端
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分
が

今
、
設
計
事
務
所
を
構
え
、
独
立
し
て
活

動
で
き
て
い
る
の
は
、
神
奈
川
大
学
で
出

会
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

　
卒
業
後
就
職
で
き
ず
に
い
た
私
を
、
当
時

神
大
を
退

職
さ
れ
た

ば
か
り
の

高
橋
志
保

彦
先
生
が

主
宰
す
る

設
計
事
務

所
に
声
を

か
け
て
く

だ
さ
り
、右

も
左
も
分

か
ら
な
い
私
を
「
建
築
の
世
界
」
に
本
格

的
に
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
高
橋
先

生
に
は
、
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　
初
め
て
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た

の
も
、
神
大
の
つ
な
が
り
か
ら
で
し
た
。

同
級
生
の
田
中
健
太
さ
ん
が
世
界
一
周
の

旅
か
ら
帰
国
後
、
横
浜
市
野
毛
で
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
。
大
学
時

代
の
仲
間
も
一
緒
に
、
古
民
家
を
D
I
Y

も
し
な
が
ら
改
修
し
た
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

F
U
T
A
R
E
N
O
」
の
設
計
を
任
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
原
点
と
も
い
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
現
在
は
、
同
じ
く
神
大
建
築
学
科
＆
ラ

ク
ロ
ス
部
出
身
の
成
田
佑
弥
さ
ん
と
と
も

に
、
設
計
事
務
所

「
k
a
n
a
p

（
カ
ナ
ッ
プ
）」
の

共
同
代
表
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
の

設
立
以
来
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
得
意

分
野
を
生
か
し
な

が
ら
、「
建
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
性

を
最
大
化
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
様
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、
う
れ
し
い

こ
と
に
そ
の
メ
ン
バ
ー
も
神
大
の
卒
業
生
。

さ
ら
に
、
現
役
の
神
大
生
も
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
一
緒
に
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
代
表
作
は
、
品
川
区
西
中
延
に

建
つ
4
戸
の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
型
長
屋
で
、
開

か
れ
た
共
用
ア
プ
ロ
ー
チ
や
S
O
H
O
利

用
に
も
対
応
し
た
土
間
、
住
戸
の
距
離
感

を
保
ち
な
が
ら
光
と
風
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
テ
ラ
ス
を
備
え
、
地
域
と
つ

な
が
る
暮
ら
し
を
促
す
計
画
が
評
価
さ

れ
、
昨
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
故
郷
・
沖
縄
で
の
活

動
も
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
那
覇
市
久
茂
地
で
は
、
現
地
の
友
人
と

と
も
に
、
飲
食
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
を
設
計
。

ジ
グ
ザ
グ
に
配
置
し
た
テ
ラ
ス
が
、
上
下

階
の
気
配
を
つ
な
ぐ
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し

気
な
建
物
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
東

京
と
沖
縄
の
二
拠
点
で
の
活
動
を
本
格
化

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
今
の
自
分
は
、

神
大
で
の
出
会
い
と
経
験
に
支
え
ら
れ
て

き
た
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
ま
だ
何
ひ
と
つ
母
校
に
恩
返
し

で
き
て
い
な
い
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
文
章
を
書
く
こ
と
が
、
そ
の
第

一
歩
に
な
れ
ば
―
―
。

　
そ
ん
な
想
い
で
、
こ
れ
か
ら
も
母
校
と

つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

共同代表の成田佑弥氏と

横浜・野毛のゲストハウス「FUTARENO」

品川区西中延 4戸のメゾネット型長屋「ヨシノコネクト」

那覇区久茂地飲食テナントビル「28」
（鳥村鋼一氏撮影）
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■
ヘ
ル
ス
ケ
ア
宮
陵
会
設
立
に
向
け
て

（
参
加
者
募
集
）

　
宮
陵
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
く

つ
か
の
職
域
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
同

窓
生
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
活
発

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
成

長
産
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ヘ

ル
ス
ケ
ア
」
分
野
に
関
わ
る
皆
さ
ま
と

も
、
同
様
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
、
新
た
な
職
域
組
織

の
設
立
に
向
け
て
参
加
者
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　
入
会
対
象
者
は
、
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
従

事
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介
護
福

祉
士
と
い
っ
た
介
護
従
事
者
、
さ
ら
に

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
指
導
員
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
者
な
ど
健
康
づ
く
り
に
携
わ
る
方
々

ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
分
野
に
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
、
流
通
、
商

社
な
ど
に
お
勤
め
の
方
も
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
勉
強
会
や
情
報
交
換
会
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
、
同
窓
生
同
士
の
つ

な
が
り
を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
後
半
に
は
初
回
の

勉
強
会
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
一
定

数
の
参
加
希
望
が
集
ま
り
次
第
、
宮
陵

会
の
正
式
な
職
域
組
織
と
し
て
の
登
録

を
目
指
し
ま
す
。

　
現
職
の
方
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。
ご
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
連
絡
先
　
株
式
会
社
さ
す
て
な

代
表
取
締
役
　
大
場
勝
仁

（
元
イ
ン
フ
ィ
ッ
ク
株
式
会
社 

取
締
役

副
社
長
／
中
小
企
業
診
断
士
／

1
9
9
4
年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
）

※
卒
業
年
・
学
部
・
お
名
前
・
ご
職
業
を

明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
神
奈
川
大
学
行
政
書
士
宮
陵
会

設
立
総
会
の
お
知
ら
せ

（
参
加
者
募
集
）

◎
日
時
　
2
0
2
5
年
9
月
13
日（
土
）

▽
総
会
　
14
時
30
分
（
開
場
　
14
時
）

▽
懇
親
会
　
16
時

▽
会
場
　
総
会
　
神
奈
川
大
学
宮
陵
会

館
（
30
号
館
）
B1
会
議
室
、
懇
親
会

（
未
定
）
　
神
奈
川
大
学
1
号
館
8

階
又
は
大
学
近
く
の
中
華
料
理
「
福

臨
門
」

▽
会
費
　
８
千
円

（
懇
親
会
、
今
後
の
通
信
費
　
2
千

円
を
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

宮
陵
会
副
会
長
・
小
林
二
三
夫
（
事

務
局
長
就
任
予
定
）

電
話 

０
９
０
-
８
８
０
２
-
８
９
２
７

■
留
学
生
を
招
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

ご
案
内�

（
参
加
者
募
集
）

◎
日
時
　
2
0
2
5
年
11
月
15
日

（
土
）
13
時
15
分
～
16
時

▽
集
合
場
所
　
玄
海
田
公
園
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
　
（
横
浜
市
指
定
管
理
者

が
運
営
）
、
横
浜
市
緑
区
長
津
田
み

な
み
台
３
-１

電

話
　
0
5
0
-
5
3
6
9
-

6
2
3
4

ア
ク
セ
ス
　
Ｊ
Ｒ
長
津
田
駅
か
ら
バ
ス

「
若
葉
台
中
央
」
行
に
乗
車
。
「
玄

海
田
」
ま
た
は
「
公
園
前
」
に
て

下
車
、
徒
歩
約
１
分
ま
た
は
長
津
田

駅
か
ら
徒
歩
20
分
程
度
。

▽
会
費
　
4
千
円
（
ご
同
伴
の
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
無
料
、
ご
家

族
で
の
ご
参
加
歓
迎
）

▽
申
込
先　

横
浜
北
宮
陵
会
・
事
務
局

長
　
福
本
昌
弘

▽
申
し
込
み
期
限
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

の
予
約
・
食
材
購
入
の
関
係
で
10
月

15
日
（
水
）

■
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｂ.

L
E
A
G
U
E
2
部
西
地
区「
熊

本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
」
に

所
属
す
る
保
坂
晃
毅
さ
ん
（
ほ
さ
か・

こ
う
き 

令
和
7
年
神
大
国
際
経
営
学
科

卒 

愛
知
県
出
身
）
が
お
り
ま
す
。

　
ご
当
地
チ
ー
ム
な
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
期
待
し
て
い
ま

す
。（情
報
提
供
＝
熊
本
県
宮
陵
会
メ
ン
バ
ー
）

【
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
B.
L
E
A
G
U
E

は
2
0
1
6
年
秋
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー

に
次
ぐ
日
本
3
番
目
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
発
足
し
、
現
在
（
2
0
2
4
—

2
0
2
5
シ
ー
ズ
ン
）
は
街
づ
く
り
の

核
と
し
て
1
部
24
チ
ー
ム
、
2
部
14

チ
ー
ム
、
3
部
16
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
神
大
の
卒
業
生
は
、
Ｂ
１
ア
ル

バ
ル
ク
東
京
の
小
酒
部
泰
暉
さ
ん
や
川

崎
の
小
針
孝
也
さ
ん
な
ど
現
在
9
人
が

活
躍
し
て
い
る
そ
う
で
す
】

宮
陵
会
掲
示
板

宮
陵
会
掲
示
板

メール　officetana@b01.itscom.net.

メール　md260159-2338@tbu.t -com.ne. jp

メール　oba@sstn.site
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投稿投稿　
神
奈
川
大
学
の
学
生
食
堂
は
有
名
で
、

テ
レ
ビ
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
も
学
生
時
代
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
定
食
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
、
ど

れ
も
お
手
頃
な
価
格
で
提
供
さ
れ
て
お

り
、
学
生
の
胃
袋
を
し
っ
か
り
と
支
え
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
私
の
お
気
に

入
り
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
、
ご
飯
に
ぴ
っ
た

り
合
う
ル
ー
の
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
バ
イ
ト

代
が
入
る
前
で
金
欠
だ
っ
た
と
き
、
友
人

と
割
り
勘
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
注
文
し
た

こ
と
で
す
。
そ
の
姿
を
見
た
厨
房
の
方
が

笑
顔
で
「
こ
れ
も
ど
う
ぞ
、
サ
ー
ビ
ス
よ
」

と
、
も
う
一
皿
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
食
べ
た

カ
レ
ー
の
美
味
し
さ
は
、
今
で
も
心
に
深

忘
れ
ら
れ
な
い

学
食
の
思
い
出

栃
木
県　

志
村　

雄
偉
（
41
歳
）

2
0
0
7（
平
成
19
）年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は14 頁） 卒

業
生
の

声

　
神
大
生
（
昭
和
42
年
か
ら
46
年
）
の
頃

に
、
東
京
出
身
の
私
と
北
海
道
出
身
の
寺

前
君
と
、
2
人
で
行
っ
た
北
海
道
旅
行
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
◇
第
1
回
目
（
昭
和
44
年
の
夏
に
積
丹

半
島
を
除
く
44
日
間
の
旅
）
上
野
発
青
森

投稿投稿

昭
和
40
年
代
の

北
海
道
旅
行

広
島
県　

中
村　

利
夫
（
78
歳
）

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年工学

部
応
用
化
学
科
卒
業

行
の
急
行
列
車
「
八
甲
田
2
号
」
に
乗
り
、

青
森
か
ら
青
函
連
絡
船
で
函
館
へ
向
か
っ

た
。
函
館
山
か
ら
一
望
し
た
函
館
の
港
町

は
手
に
取
る
よ
う
で
、
目
を
見
張
る
光
景

で
あ
っ
た
。
函
館
か
ら
洞
爺
湖
へ
向
か
っ
た
。

透
明
度
が
高
く
、
青
く
澄
み
切
っ
た
湖
の

ほ
と
り
で
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
夏
と
い
う
の

に
、
秋
を
思
わ
せ
る
涼
し
い
気
候
に
感
謝

し
、
札
幌
へ
向
か
っ
た
。
札
幌
の
大
通
り

公
園
で
、
と
う
き
び
を
食
べ
、
芝
生
に
横

に
な
っ
た
。
芝
生
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け

て
食
べ
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
。
札
幌
か

ら
美
唄
へ
向
か
う
、
日
本
一
長
い
直
線
道

路
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
広
大
な
平
野

を
眺
め
た
。
釧
路
か
ら
摩
周
湖
へ
向
か
っ

た
。
霧
の
摩
周
湖
と
聞
い
て
い
た
が
、
晴

天
で
、
波
一
つ
な
い
鏡
の
よ
う
な
湖
が
見

ら
れ
た
。
摩
周
湖
か
ら
網
走
の
原
生
花
園

へ
向
か
っ
た
。
紅
色
の
ハ
マ
ナ
ス
の
花
が
咲

き
乱
れ
、
心
が
癒
さ
れ
た
。
網
走
か
ら
、

ヒ
グ
マ
除
け
の
鈴
を
付
け
て
知
床
へ
向
か
っ

た
。
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
の
原
始
林
が
残
る
知
床
半
島
の
山
並
を
、

湖
面
に
映
し
た
知
床
五
胡
を
見
て
回
っ
た
。

宇
登
呂
ま
で
戻
っ
て
、
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。

満
点
の
星
を
眺
め
な
が
ら
、
一
晩
を
過
ご

し
た
。
最
終
日
に
、
寺
前
君
の
実
家
が
あ

る
美
唄
に
泊
ま
っ
た
。
五
目
鮨
や
乾
鰈
を

御
馳
走
に
な
っ
た
。
四
六
時
中
開
い
て
い

る
三
菱
美
唄
炭
鉱
内
の
大
浴
場
に
入
っ
て
、

旅
の
疲
れ
を
取
っ
た
。

　
◇
第
2
回
目
（
昭
和
45
年
の
夏
に
積
丹

半
島
８
日
間
の
旅
）
　
小
樽
か
ら
積
丹
半
島

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
で
野
菜
や
お
米
の
価
格
も
上

が
っ
て
い
る
な
か
、
現
在
で
も
お
手
頃
な

価
格
で
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
朝
食
は
今
年
度
限
定
で
神
大
生
な
ら

ワ
ン
コ
イ
ン
の
50
円
と
い
う
、
信
じ
ら
れ
な

い
価
格
。
ま
た
、
一
般
の
方
に
も
4
0
0

円
で
提
供
し
て
お
り
、
地
域
の
助
け
に
も

な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
学
生

だ
け
で
な
く
、
近
隣
に
住
む
高
齢
者
や
子

育
て
世
代
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
学
食
の
役
割
は
、
単
な
る
「
食

事
を
提
供
す
る
場
所
」
を
超
え
た
存
在
に

な
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
地
元
の
栃
木
県
に
戻
っ
て
就
職
し
ま

し
た
が
、
横
浜
を
訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
ま

た
、
あ
の
安
く
て
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
懐
か
し
い

味
と
共
に
、
学
生
時
代
の
思
い
出
も
よ
み

が
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

へ
向
か
っ
た
。
海
食
崖
お
よ
び
岩
礁
が
延
々

と
続
く
積
丹
岬
で
、
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。

周
辺
の
海
で
泳
ぎ
、
つ
ぶ
貝
を
食
べ
た
。

そ
こ
で
知
り
合
っ
た
中
央
大
学
生
の
札
幌
の

実
家
に
泊
ま
っ
た
。
鮭
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料

理
を
御
馳
走
に
な
っ
た
。
そ
の
妹
さ
ん
（
大

妻
女
子
大
生
）
の
案
内
で
、
赤
レ
ン
ガ
の

北
海
道
庁
へ
行
き
、
開
拓
史
を
見
学
し
た
。

投稿投稿　
宮
陵
74
号
で
神
奈
川
大
学
法
曹
宮
陵
会

の
発
足
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
平
成
5
年

6
月
1
日
に
石
川
県
行
政
書
士
会
に
入
会

し
理
事
・
副
会
長
・
会
長
と
な
り
、
現

在
は
相
談
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
石
川
県
行
政
書
士
会
の
推
薦
を

受
け
て
、
黄
綬
褒
章
受
章
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。
令
和
6
年
5
月
13
日
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
黄
綬
褒
章
親
授
式
が
執

り
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
皇
居
豊
明
殿
に
お

い
て
天
皇
陛
下
か
ら
お
褒
め
の
お
言
葉
を

「
黄
綬
褒
章
受
章
の感慨

」

石
川
県　

的
場　

晴
次
（
77
歳
）

1
9
7
0
（
昭
和
45
）
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
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賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
偏
ひ
と
え
に
陰
で
支
え
て

く
れ
た
妻
へ
の
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
と

思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
法
曹
宮
陵
会
の
総
会
に
は

機
会
が
有
り
ま
し
た
な
ら
、
出
席
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
節
は
宜よ

ろ

し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

投稿投稿　
梅
雨
前
線
が
日
本
列
島
を
這は

い
上
が

り
、
九
州
地
方
が
奄
美
地
方
を
71
年
ぶ
り

に
飛
び
越
え
て
「
梅
雨
入
り
宣
言
」
を

し
た
5
月
17
日
、
そ
し
て
、
箱
根
町
が
、

そ
の
日
の
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
代
表
の

町
と
し
て
T
V
K
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た

日
、
私
た
ち
夫
婦
は
、
箱
根
登
山
バ
ス
「
仙

石
」
バ
ス
停
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　
箱
根
に
は
、
こ
れ
ま
で
箱
根
登
山
鉄
道

な
ど
を
利
用
し
何
度
も
訪
れ
ま
し
た
。
4

回
目
の
今
回
は
、
〝
古
希
〟
を
迎
え
る
私

と
、
妻
へ
の
日
頃
の
感
謝
の
意
を
込
め
、

駅
伝
ル
ー
ト
を
眺
め
な
が
ら
バ
ス
に
乗
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
保
養
所
直
近
の
バ
ス
停

で
あ
る
「
仙
石
」
か
ら
は
、
ひ
た
す
ら

保
養
所
を
目
指
し
、
妻
が
暴
風
に
よ
り
、

2
回
も
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、

何な

故ぜ

、
こ
ん
な
日
を
選
ん
だ
の
か
と
悔
み

な
が
ら
、
保
養
所
に
や
っ
と
の
こ
と
着
い

初
め
て
の保

養
所
利
用

栃
木
県　

川
中
子 

武
保
（
69
歳
）

1
9
8
0
（
昭
和
55
）
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

た
。
2
人
と
も
全
身
ず
ぶ
濡ぬ

れ
で
、
や
さ

し
い
受
付
の
方
の
案
内
で
、
保
養
所
の
温

泉
利
用
を
促
さ
れ
、
ホ
ッ
と
一
息
。
豪
華

な
夕
食
に
も
大
い
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
先
に
注
文
し
て
お
い
た
「
鮑

あ
わ
び

」

「
栄さ

ざ
え螺
」
が
こ
れ
ま
た
絶
品
で
、
「
純
米

酒
箱
根
山
」
と
「
ワ
イ
ン
」
で
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
暴
風
雨
の
中
の
宿
泊
と
な
り
ま

し
た
が
、
夫
婦
2
人
に
と
っ
て
、
一
生
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
初
め
て
の
保
養

所
利
用
の
記
念
日
と
な
り
ま
し
た
。
お
気

遣
い
い
た
だ
い
た
保
養
所
職
員
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
下
さ
い
。

心
が
ホ
ッ
と
し
ま
す
よ
。

　
こ
の
春
、
5
度
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
。

こ
れ
ま
で
東
西
南
北
と
区
切
り
、
そ
の
特

徴
あ
る
都
市
を
訪
ね
た
。
今
回
は
、
E
Ｕ

の
中
核
・
パ
リ
。

　
往
路
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
た
め
シ

ベ
リ
ア
領
空
が
飛
行
で
き
ず
、
北
極
海
を

横
断
。
通
常
9
時
間
の
と
こ
ろ
4
時
間
も

余
計
に
缶
詰
状
態
と
な
っ
た
。

　
第
二
次
大
戦
中
、
欧
州
の
大
半
を
占
領

投稿投稿

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

遠
く
な
り
に
け
り
」

石
川
県　

花
岡　

鉄
男
（
76
歳
）

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年法

学
部
法
律
学
科
卒
業

し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
市
街
地
の
焦
土
作
戦

に
乗
り
出
す
が
、
部
下
が
そ
の
命
に
服
さ

ず
パ
リ
を
守
っ
た
と
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
に

い
る
ヒ
ト
ラ
ー
が
何
度
も
言
っ
た
と
い
う
有

名
な
フ
レ
ー
ズ
「
パ
リ
は
燃
え
て
い
る

か
！
」
。
お
か
げ
で
古
い
教
会
や
美
術
館
、

街
並
み
が
残
り
、
モ
ナ
・
リ
ザ
や
マ
リ
ア

ン
ヌ
に
も
お
目
に
か
か
れ
た
。
わ
が
国
に

も
多
く
の
文
化
遺
産
が
あ
っ
た
が
、
空
襲

で
灰
燼
に
帰
し
た
こ
と
を
憂
い
つ
つ
、
気

骨
あ
る
ド
イ
ツ
軍
人
に
感
謝
。

　
復
路
は
、
南
ル
ー
ト
。
ト
ル
コ
で
東
進

し
中
国
に
。
飛
行
機
ル
ー
ト
表
示
が
旅
順
、

大
連
を
指
す
。
日
清
・
日
露
の
戦
争
、
帝

国
陸
海
軍
の
二
〇
三
高
地
の
攻
防
、
旅
順

港
閉
塞
、
連
合
艦
隊
な
ど
に
つ
い
て
は
司

馬
遼
太
郎
著
『
坂
の
上
の
雲
』
に
詳
し
い

が
、
将
校
美
化
が
胡
散
臭
く
、
一
気
に
嫌

い
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
太
平
洋
戦
争
。
開
戦
当
初
は

多
く
の
国
民
は
万
歳
を
叫
ん
だ
。
や
が
て

劣
勢
と
な
り
降
伏
。
長
い
戦
争
が
終
わ
っ

た
。
発
端
は
ロ
シ
ア
の
南
下
防
止
の
た
め

中
国
大
陸
侵
攻
に
あ
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
が

N
A
T
O
拡
大
防
止
の
た
め
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
を
企
て
た
の
と
同
じ
理
屈
。

国
家
の
生
存
を
善
と
す
る
な
ら
、
日
露
と

も
に
善
と
な
ろ
う
。

　
歴
史
に
〝
も
し
〟
は
な
い
が
、
国
策
の

大
半
は
失
策
、
失
政
で
あ
る
。
そ
の
ツ
ケ

を
払
う
の
は
常
に
国
民
で
あ
る
。
古
今
東

西
、
人
間
の
為
す
こ
と
は
曖
昧
で
身
勝
手
、

都
合
の
悪
い
こ
と
は
忘
却
の
彼
方
へ
。
戦
後

80
年
経
過
し
た
今
も
世
界
中
で
バ
カ
げ
た

戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
外
交
で
す
ら
商

談
と
う
そ
ぶ
く
某
国
大
統
領
に
多
く
を
期

待
で
き
な
い
今
、
仏
独
に
指
導
力
を
発
揮

せ
よ
と
い
い
た
い
。

　
欧
州
は
今
回
で
終
了
し
、
次
は
中
国
に

行
く
予
定
。
ま
ず
は
魏
呉
蜀
の
三
国
時
代
、

そ
し
て
隋
唐
の
世
界
も
覗
い
て
み
た
い
。

齢
７６
。
身
体
が
持
つ
か
ど
う
か
。
母
校
創

立
1
0
0
周
年
の
時
、
世
界
は
ど
う
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

お
達
者
で
！

宮陵会報No121号（12月中旬発行）の「卒業生の声」の
ご投稿をお待ちしております。
▽発行　25年（令和７）年 12月中旬
▽体裁　A4判、１６㌻（予定）
▽部数　約 60,000 部　▽字　数　600 字ぐらい
▽テーマ　自由（原稿は一部手直しすることがあります）
▽送付先　郵便番号、住所、氏名、年齢、卒業年・学科、連絡先（原稿確認のた

め、メールアドレス、電話番号（携帯電話も）を明記し　①郵送の場
合は、〒 221-0802 横浜市神奈川区六角橋 3-17-1
②メールの場合は、kyuryou-kohou@kanagawa-u.ac.jp
のいずれかで神奈川大学宮陵会「会報 121 号」係へ。

▽締め切り　25（令和 7）年 10月 27日（月）。掲載分には記念品をお送りします。
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読者から寄せられた『宮陵』No74号（本年5月発行）の感想です。その一部を紹介します。（編集部）

大
学
の
歴
史
の
重
さ
と
懐
か
し
さ

を
、
心
深
く
感
じ
る
一
冊
で
し

た
。
特
集
「
過
去
か
ら
未
来
へ
」
で
は
、

私
が
入
学
前
の
出
来
事
が
写
真
と
記
事

で
載
っ
て
お
り
、
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
。
毎
回
思
う
の
は
、
各
方
面
で
い
ろ

い
ろ
な
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ

に
開
か
れ
た
港
町
の
大
学
で
す
。
そ
し

て
今
回
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
1

面
の
久
保
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
す
。
米

田
先
生
と
直
に
話
さ
れ
た
り
し
、
上
智

と
肩
を
並
べ
る
時
代
に
な
る
と
の
こ
と
。

私
も
入
学
時
、
教
授
か
ら
同
様
の
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。
今
は
苦
戦
と
の
こ
と

で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
卒
業
生
も
在
校
生

や
入
学
生
に
希
望
を
与
え
る
存
在
で
い

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。�

（
千
葉
県
、
88
年
経
済
卒
）

神
大
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
歩
み

が
理
解
で
き
る
記
事
が
詳
し
く

載
っ
て
い
た
の
で
、
あ
り
が
た
い
冊
子
に

な
っ
て
い
た
。�

（
福
島
県
、
73
年
法
律
卒
）

「
幻
の
神
大
清
輝
寮
・
現
実
と
な

る
！！
」
の
記
事
を
読
ん
で
、

横
須
賀
市
衣
笠
に
学
生
寮
が
あ
っ
た
な

ん
て
驚
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も

横
須
賀
だ
っ
た
の
で
、
縁
を
感
じ
る
内
容

で
し
た
。
も
し
場
所
が
分
か
っ
て
い
る
な

ら
近
所
な
の
で
訪
れ
て
み
た
い
。

（
神
奈
川
県
、2
0
1
5
年
情
報
シ
ス
テ
ム
創
成
卒
）

亀
山
さ
ま
の
「
学
生
時
代
の
思
い

出
」
は
面
白
く
拝
読
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
石
田
先
生
の
商
業
英

語
の
講
義
は
わ
か
り
や
す
く
、
人
生
経

験
も
交
え
な
が
ら
、
非
常
に
印
象
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
ゼ
ミ
の
先
生
（
佐

藤
甫
先
生
）
も
今
年
4
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
を
含
め
、
感
慨
深
い
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。�

（
千
葉
県
、
85
年
貿
易
卒
）

J
I
C
A
帯
広
セ
ン
タ
ー
梅
本

さ
ま
の
経
験
談
は
読
ん
で
面
白

か
っ
た
。�

（
千
葉
県
、
２
０
１
７
年
英
文
卒
）

風
景
写
真
家
の
松
井
章
さ
ん
の
写

真
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
全
て

の
写
真
が
ま
る
で
絵
画
の
よ
う
に
も
見

え
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
、
２
０
２
４
年
人
間
科
学
卒
）

学
友
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
目
を
通
す

前
に
、
先
ず
目
に
入
っ
た
の
は

「
過
去
か
ら
未
来
へ
」
の
写
真
と
記
事
で

し
た
。
私
は
75
年
入
学
な
の
で
、
70
～

76
年
6
月
の
「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
ス
ト
決

行
中
の
看
板
」
は
、
学
生
時
代
の
進
級

試
験
を
思
い
出
す
懐
か
し
い
も
の
で
し

た
。
「
地
域
組
織
だ
よ
り
」
で
は
、
友

人
が
所
属
す
る
神
奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
を

見
つ
け
、
元
気
を
確
認
し
、
久
々
の
メ
ー

ル
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
明
日
は
箱
根
保
養
所
に
初
め
て

伺
い
ま
す
。
妻
も
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
感
想
も
後
日
、
報
告
し
た
い

と
思
い
ま
す
。�

（
栃
木
県
、
80
年
法
律
卒
）

兵
庫
県
の
田
上
富
信
氏
の
「
希
望
」

を
読
み
、
神
大
は
不
本
意
入
学

で
あ
っ
た
こ
と
、
民
法
の
児
玉
ゼ
ミ
で
学

び
、
国
家
公
務
員
上
級
試
験
に
合
格
し

建
設
省
に
内
定
し
た
が
、
学
歴
差
別
を

知
り
、
内
定
を
辞
退
。
神
戸
大
学
大
学

院
に
進
学
し
「
学
歴
に
関
係
な
い
」
学

者
に
な
っ
た
。
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
賢

明
な
選
択
、
そ
し
て
母
校
へ
の
期
待
に
は

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

（
香
川
県
、
71
年
経
済
卒
）

今年もホームカミングデーを開催いたします。
懐かしいキャンパスで旧友との再会を楽しみ、思い出を語り合うひとときをお過ごしください。ホームカミングデーのご案内ホームカミングデーのご案内

◆日時：2025年11月2日（日）　◆会場：横浜キャンパス
◆対象卒業生：以下の対象年次のみなさまには、招待状（ハガキまたはメール）を9月下旬ごろ、順次大学登録のご住所にお送りいたします。
　送付先の住所変更等は下記のＱＲコードからお願いします。
　卒業後1-10年　  2015 （平成27）～2025（令和７）年３月・９月卒業
　卒業後20年 2005 (平成17)年3月・９月卒業
　卒業後30年 1995 (平成７)年3月・９月卒業
　卒業後40年 1985 (昭和60)年3月卒業
　卒業後50年 1975 (昭和50)年3月卒業
◆学園祭のご案内：みなとみらいキャンパス学園祭／11月１日（土）・２日（日）※1１月２日（日）は、ホームカミングデーとの同時開催となります。

横浜キャンパス大学祭／10月25日（土）・26日（日）
◆問い合わせ先：ホームカミング実施事務局（総務部校友課）　TEL:0 4 5 - 4 8 1 - 5 6 6 1（代）

■ 

25 （
令
和
７
）年
12
月
発
行『
宮
陵
会
報
』No
１
２
１
号
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
事
前
の
お
知
ら
せ
）

　
標
記
の
件
は
、
25
年
度
の
宮
陵
会
本
部
定
時
社
員
総
会
や
事
前
に
い
た
だ
い
た
定
時
総
会

第
１
号
議
案
（
24
年
度
決
算
承
認
の
件
）
に
関
す
る
ご
意
見
へ
の
回
答
と
し
て
、
次
の
よ
う

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
費
節
減
の
一
環
と
し
て
の
措
置
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
宮
陵
会
本
部
の
「
財
政
改
革
実
施
特
別
委
員
会
」
の
答
申
等
を
踏
ま
え
た
財
政
改
革
（
経

費
節
減
）
の一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
『
宮
陵
会
報
』
を
住
所
が
判
明
し
て
い
る
会
員
約
12
万

名
に
送
付
し
て
い
た
も
の
を
、
本
年
12
月
発
行
の
『
宮
陵
会
報
』
No
１
２
１
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、

試
行
的
に
25
年
４
月
１
日
時
点
で
の
正
会
員
（
本
部
へ
の
会
費
納
入
者
）
の
約
６
万
名
に
限
定

し
て
送
付
す
る
こ
と
に
変
更
い
た
し
ま
す
の
で
、
予
め
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。（
専
務
理
事

　佐
藤
武
）

住所変更住所変更
QRQR
▼▼
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼ 

応
募
の
締
め
切
り
　
９
月
１
日
（
月
）
17
時
必
着

▼ 

送
付
先
　
は
が
き
（
〒
２
２
１-

０
８
０
２ 

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３-

27-

１
）

メ
ー
ル(kyu

ryo
u
-ko
h
o
u
@
ka
n
a
g
a
w
a
 -u
.a
c.jp

)

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
「
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

▼ 

は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
は
、  

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
卒
業
年
、
卒
業
学
科
、
電
話
番
号
ま
た
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼ 

発
　
表
　
当
選
者
に
は
９
月
中
旬
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
が
主
催
す
る
10
月
４
日
の

「
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
内
容
は
、
右
の
お
知
ら
せ

を
参
照
）
の
入
場
券
を
、
卒
業
生
の
希
望
者
に
抽
選

に
よ
り
、
25
組
（
50
人
）
に
差
し
上
げ
ま
す
。

神奈川大学宮陵会主催の
ジャズコンサート

　
神
奈
川
大
学
英
語
英
文
科

卒
業
後
、
約
15
年
間
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
を
拠
点
に
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
作
曲
家
と
し
て
活
躍
し
、

今
は
生
ま
れ
故
郷
の
新
潟
県
長

岡
市
を
拠
点
に
日
本
全
国
に
活

動
の
幅
を
広
げ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
M
a
s
u
m
i  

Y
a
m
a
m
o
t
o
（
山
本
真
純
）

さ
ん
が
、本
年
10
月
４
日（
土
）、

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
を
会
場

に
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
in
横
浜
」
と
題
し
た

演
奏
会
を
開
く
。

　
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
が
主
催

す
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
課

外
活
動
団
体
の
神
大
ジ
ャ
ズ
研

究
所
の
学
生
や
同
研
究
所
の
学

生
と
交
流
の
あ
る
明
治
学
院
大

学
の
学
生
も
、
プ
ロ
演
奏
家
た

ち
の
演
奏
前
時
間
を
利
用
し
て

演
奏
す
る
の
が
特
徴
。

　
M
a
s
u
m
i  

Y
a
m
a
m
o
t
o

さ
ん
の
〝
凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト
〟

と
し
て
昨
年
６
月
、
学
生
や
卒

業
生
、
教
職
員
な
ど
約
３
０
０

人
を
対
象
に
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
っ
た
と
こ
ろ
大
好
評
を

博
し
た
。（『
宮
陵
会
報
１
１
８

号
』
で
既
報
）
そ
こ
で
、今
年

は
会
場
を
大
学
構
内
で
な

く
、
横
浜
市
の
歴
史
的
建
造

物
で
あ
る
横
浜
市
開
港
記
念

会
館
（
神
大
な
ど
が
指
定
管

理
者
と
し
て
運
営
）
で
一
般

市
民
を
対
象
に
有
料
で
行

う
。
昨
年
同
様
、
氏
が
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
結
成
し
た

「
T
L
Q
　
P
L
U
S
」
の
メ

ン
バ
ー
と
の
共
演
。
前
売
り

券（
全
席
自
由
、４
０
０
０
円
）

発
売
中
。
W
E
B
や
電
話

予
約
で
。

　
電
話
は
カ
ン
フ
ェ
テ
ィ

０
５
０（
３
０
９
２
）
０
０
５
１

（
平
日
１０
～
１７
時
）
。

　いつも応援ありがとうござい
ます。 今年は、横浜を代表
する美しい会場の「横浜市
開港記念会館」で公演させ
ていただきます。今の私があ
るのは、神大学生時代に培っ
た「Believe yourself 自分を
信じる」という力のおかげです。
私たちの音楽を通して、その
想いをぜひ皆さまに感じていた
だけましたら幸いです。今年も
スティービーワンダーなど名だ
たるミュージシャンと演奏した、
トレヴァーローレンス（サックス）
が来日し演奏します。今回は、
横浜を皮切りに大阪（10 月６
日）、京都（同８日）、名古屋

（同 10日）、新潟（同 12日）、
東京（16 日）。長岡（同 18
日）で演奏します。（左上の
QRコード先から詳細をご覧く
ださい）皆さまにお目にかかれ
る日を心待ちにしております。

♪山本さんのメッセージ♪


